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能代店
能代市南陽崎31-20
TEL.0185－

55－3277

鮨待夢の会席すし折詰め鮨待夢の会席すし折詰め
す し た い むす し た い む 峰浜地区・八森地区配達承ります！峰浜地区・八森地区配達承ります！

年中無休

八峰町プレミアム付商品券
（令和７年９月１日～令和８年１月31日）

八峰町敬老記念商品券
（令和７年９月６日～令和８年１月31日）

取
扱
店

食品高騰により、やむを得ず10月１日から全品値上げとさせていただくことになりました。
何卒ご理解いただき、今後とも当店をご利用くださいますよう、よろしくお願いいたします。お知らせ

〒018-2675 秋田県山本郡八峰町八森字篭田39番地
TEL 0185-77-3051　FAX 0185-77-3672

株式会社秋田アルス
ゴム製品製造業

https://www.hatahatakan.jp/　E-mail hata2kan@shirakami.or.jp

２月24日㈫ 風呂の日 ２月26日㈭

八峰の日 ２月８日㈰ポイント

２倍
ポイント

２倍
休 館 日

お得な回数券が更にお得です！

50回券
20,000円を19,000円

日帰り入浴料 500円700円

30回券
15,000円を14,000円
入浴回数券
得徳デー
入浴回数券
得徳デー

２15
日

毎週水曜日は
　お風呂の日！！
毎週 は
町民
限定

ご予約
承ります!
ご予約
承ります!
お電話でお問い
合わせください
お電話でお問い
合わせください

歓送迎会
小宴会・仕出し
歓送迎会
小宴会・仕出し

遠

行
日
常

離

過
褒
美

010-0441 秋田県南秋田郡大潟村字北1-3

（受付時間　9：00～18：00）
TEL: 0 185 - 4 5 - 3 332

※夕食はふぐ鍋・お刺身・国産豚バラ陶板焼きなど大満足の全9品。
※お食事はレストランまたはご夕食会場になります。
※令和8年1月4日～2月28日までの期間限定宿泊プランです。
【除外日】1月26日・1月27日・1月28日・2月3日・2月4日・2月14日

13,100円 税・入湯（ 税込み ）

税・入湯（ 税込み ）12,000円通常価格13,840円→
お一人様１泊２食付き（天然温泉＋夕食＋宿泊＋朝食）

平日

土曜日・祝前

温泉ぽかぽかプラン ご予約受付中
サウナがあるポルダー潟の湯もご利用いただけます。
【ポルダー潟の湯利用不可】1月13日・2月10日

ご予約受付中
※ご利用日の3日前まで

サウナがあるポルダー潟の湯もご利用いただけます。
【ポルダー潟の湯利用不可】1月13日・2月10日
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よ
う
な
中
、
新
た
な
子
育
て
支
援
策

を
打
ち
出
す
べ
く
、
子
育
て
世
代
と

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
関
連
事
業

に
取
り
組
め
た
こ
と
は
成
果
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
ま
も
な
く
新
年
度
の
予
算

編
成
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
町
の
財
政

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
円
安
の
進
行
や
原
材
料

価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
食
料
品
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
価
格
が
上
昇
し
て

家
計
に
大
き
な
負
担
を
与
え
、
町
で

は
補
正
予
算
を
措
置
し
て
物
価
高
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
物
価
高
に
よ

る
影
響
は
生
活
者
や
事
業
者
に
大
き

な
負
担
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
月
も
物
価
高
対
策
の
補
正
予
算
を

措
置
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

社
会
環
境
の
変
化
が
激
し
い
中
、

人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
の
ほ
か
、

産
業
の
振
興
に
も
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
町
の
資
源
を
最
大
に
活

か
し
、
ま
た
、
安
全
・
安
心
で
住
み

や
す
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く

た
め
、
令
和
８
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
観
光
の

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町

行
政
に
深
い
理
解
と
協
力
を
賜
り
、

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
年

を
表
す
漢
字
が
「
熊
」
で
あ
っ
た
と

お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
捕
獲
頭
数

が
過
去
最
大
規
模
と
な
る
76
頭
と
、

ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
縮
小
や
中
止
、

行
動
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
人
身
被
害
が
な
か
っ
た
こ

と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
は
、
４
年

連
続
の
豪
雨
災
害
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
町
で
も
８
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
の
大
雨
に
よ
り
、
農

地
や
公
共
土
木
施
設
等
に
お
い
て
被

害
が
発
生
し
、
現
在
は
復
旧
に
向
け

た
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
町
の
人
口
に
つ
い
て
は

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
昨
年

８
月
に
は
人
口
六
千
人
を
割
り
込
ん

だ
ほ
か
、
出
生
数
も
３
年
連
続
で
一

桁
台
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の

　
１
月
４
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、

本
部
分
団
を
は
じ
め
、
町
内
15
分
団
の
団
員
ら

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
沢
目
駅
前
で
分
列
行

進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を
受
け
た
後
、
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ガ
ス
で
行
わ
れ
た
式
典

に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、

消
防
団
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
な
ど
に

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代

表
し
、
第
３
分
団
の
分
団
長
、
金
谷
成
悦
さ
ん

が
感
謝
の
意
を
述
べ
、
今
後
も
郷
土
愛
の
精
神

で
、
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
　◉
秋
田
県
知
事
表
彰

　
　
【
有
功
章
】

　
　
　
第
３
分
団
　
分
団
長
　
金
谷
　
成
悦

　
　
　
第
９
分
団
　
分
団
長
　
鈴
木
　
　
勇

　
　
　
第
15
分
団
　
分
団
長
　
門
脇
　
　
敬

　
　
【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
）
】

　
　
　
本
部
分
団
　
分
団
長
　
金
谷
　
弘
美

　
　
【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
）
】

　
　
　
第
10
分
団
　
班
　
　
長
　
小
林
　
雅
丈

　
　
【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
）
】

　
　
　
第
９
分
団
　
班
　
　
長
　
金
田
　
　
仁

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
）
】

　
第
８
分
団
　
副
分
団
長
　
藤
田
　
好
美

　
第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
菊
地
　
研
吾

　
第
12
分
団
　
班
　
　
長
　
大
山
　
　
猛

　
第
13
分
団
　
副
分
団
長
　
山
内
　
賢
二

　
第
15
分
団
　
副
分
団
長
　
小
川
　
広
法

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
）
】

　
第
３
分
団
　
班
　
　
長
　
小
林
　
泰
樹

　
第
８
分
団
　
班
　
　
長
　
川
村
　
裕
作

　
第
15
分
団
　
班
　
　
長
　
佐
々
木
重
光

◉
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章
（
10
年
勤
続
）
】

　
第
３
分
団
　
団
　
　
員
　
板
倉
　
　
豊

　
第
３
分
団
　
団
　
　
員
　
堀
内
　
　
樹

　
第
６
分
団
　
班
　
　
長
　
今
井
　
純
一

　
第
８
分
団
　
団
　
　
員
　
伊
藤
　
　
博

　
第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
齊
藤
　
寛
行

　
第
12
分
団
　
団
　
　
員
　
奈
良
　
聡
子

　
第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
門
脇
　
謙
太

　
第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
庄
内
　
弥
志

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
岡
本
　
大
介

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
川
村
　
太
志

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章
（
７
年
以
上
）
】

　
第
２
分
団
　
団
　
　
員
　
金
谷
　
　
歩

　
第
２
分
団
　
団
　
　
員
　
成
田
　
泰
我

　
第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
山
谷
　
晃
仁

　
第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
鈴
木
　
　
了

　
第
８
分
団
　
団
　
　
員
　
佐
々
木
　
功

　
第
８
分
団
　
団
　
　
員
　
今
井
　
　
優

　
第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
小
野
　
良
太

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
金
田
　
　
透

◉
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

　
第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
阿
部
　
克
祥

　
第
13
分
団
　
団
　
　
員
　
高
崎
　
祐
弥

【
３
年
精
勤
章
】

　
第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
佐
々
木
　
透

　
第
２
分
団
　
団
　
　
員
　
柴
田
　
　
卓

　
第
４
分
団
　
団
　
　
員
　
木
村
　
友
治

　
第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
船
越
　
宗
大

　
第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
工
藤
　
岳
斗

　
第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
熊
谷
　
悠
斗

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
鈴
木
　
友
安

振
興
、
子
育
て
支
援
に
重
点
的
に
取

り
組
み
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

図
り
な
が
ら
、
必
要
な
施
策
に
予
算

を
配
分
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
は
３
月
27
日
を
も
っ

て
合
併
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和

29
年
に
八
森
村
と
岩
館
村
が
合
併
し

八
森
町
に
、
翌
年
に
塙
川
村
と
沢
目

村
が
合
併
し
峰
浜
村
が
誕
生
し
、
そ

の
約
50
年
後
の
平
成
18
年
に
現
在
の

八
峰
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
町
制
20

年
が
経
過
し
、
当
時
に
比
べ
人
口
減

少
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
地
域
産
業
の
担
い
手
不
足
や

地
域
経
済
の
縮
小
な
ど
、
様
々
な
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
　

今
後
も
こ
う
し
た
課
題
を
少
し
ず

つ
克
服
し
な
が
ら
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
町

民
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
健
康
で
笑
顔
に
あ
ふ

れ
、
幸
多
き
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

八
峰
町

消
防
出
初
式

2026年の新春を迎えて
八峰町長 堀内　満也
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※国税庁ホームページからも確定申告（e-Tax）することができます。
　またマイナポータル連携により、医療費の領収書の収集や集計が不要と
なるほか、ふるさと納税等についても確定申告書に自動入力・自動計算さ
れるなど、たくさんのメリットがあります。
　24時間利用可能であり、スマートフォンとマイナンバーカードがあれ
ばe-Taxできますので、是非ご利用ください。詳しくは「国税庁ホームペ
ージ（http://www.nta.go.jp）」をご覧ください。

　待ち時間短縮と円滑な申告ができるよう、営業や農業・不動産の申告をす
る方は、収支内訳書を作成して経費等の領収書と一緒にお持ちください。昨
年分までの申告内容等から判断し、令和７年分の申告が必要と思われる方に
は、１月中旬に申告書や収支内訳書用紙を郵送します。
　また、申告書が届かなくても、令和７年中に一時的に収入があった方や途
中で退職した方などは申告が必要となることもあります。

国税庁e-Taxキャラクター
イータ君

令和７年分　申告相談日程表
月　日 曜日
2月10日 火
2月11日 水
2月12日 木
2月13日 金
2月14日 土
2月15日 日
2月16日 月
2月17日 火
2月18日 水
2月19日 木
2月20日 金
2月21日 土
2月22日 日
2月23日 月
2月24日 火
2月25日 水
2月26日 木
2月27日 金
2月28日 土
3月 1日 日
3月　2日 月
3月　3日 火
3月　4日 水
3月　5日 木
3月　6日 金
3月　7日 土
3月　8日 日
3月　9日 月
3月10日 火
3月11日 水
3月12日 木
3月13日 金
3月14日 土
3月15日 日
3月16日 月

対象区域
岩館第２

休　　　　　　み
岩館第１・小入川
滝の間・横間
休　　　　　　み
休　　　　　　み
立石・茂浦
中浜
椿・椿台
浜田

休　　　　　　み
休　　　　　　み
休　　　　　　み
休　　　　　　み

目名潟・萩ノ台・蝦夷倉
岩子・大久保岱・大岱・手這坂

水沢・駅前・大槻野
三ツ森・カッチキ台・高野々

休　　　　　　み
町内全域（平日の申告が困難な方）

田中・大土面・沼田
畑谷・上畑谷・内坂・強坂・小手萩

休　　　　　　み
大沢・横内・外林・仲村・塙・大信田
石川・内荒巻・稲子沢・大野

休　　　　　　み
町内全域（平日の申告が困難な方）

町内全域
休　　　　　　み
本館・八森第３
八森第２・八森第１

町内全域
休　　　　　　み

町内全域（平日の申告が困難な方）
町内全域

会　場
ファガス
――

ファガス

――
――

ファガス

――
――
――
――

峰栄館

――
峰栄館

峰栄館

――

峰栄館

――
峰栄館
峰栄館
――

ファガス

――
ファガス
ファガス

受付時間
午前９時～午後３時

――

午前９時～午後３時

――
――

午前９時～午後３時

――
――
――
――

午前９時～午後３時

――
午前９時～午後３時

午前９時～午後３時

――

午前９時～午後３時

――
午前９時～午後３時
午前９時～午後３時

――

午前９時～午後３時

――
午前９時～午後３時
午前９時～午後３時

税務会計課からのお知らせ

令和７年分　町民税・県民税の申告受付が始まります！
～申告の準備はお早めに～

　令和８年２月10日（火）から申告相談を受け付けます。いずれの会場でも申告できますが、混雑を
防ぐため行政区ごとに日時と会場を設定していますので、なるべく指定された日にご来場ください。

・個人事業主の方
・２か所以上から給与の支払いを受けている方
・年末調整を受けていない方（中途退職等）
・年末調整または年金支払報告等で申告していない各種控除（医療費控除、障害者控除、配偶者（特
別）控除または扶養控除）を適用する方

　※詳しくは７ページにて申告の有無についてご確認ください。

・税務署に所得税の確定申告をする方
・給与収入のみで、年末調整済みの方
・年金収入のみの方（ただし公的年金収入が400万円以上の場合は申告が必要）

①申告前に郵送される町民税・県民税の申告書
②本人確認書類の写し ≪マイナンバーカードまたは通知カードおよび身元確認書類≫
③収入・経費がわかる書類
④給与・年金等の源泉徴収票　※原本（コピー不可）
⑤社会保険料、生命保険料や地震保険料等の控除証明書　※原本（コピー不可）
⑥医療費の支払領収書　
　※医療を受けた方、病院・薬局などの支払い先ごとに、金額を一緒に集計してお持ちください。
⑦所得税の還付がある場合、還付先の口座番号がわかるもの（通帳・キャッシュカード等）
　※前年と同じ口座でも確認しますのでお持ちください。
⑧所得税の納付が必要な場合で、新規で口座振替を希望する方は、通帳と通帳印があればその場で手
続きができます。

■問合せ先　税務会計課　☎７６－４６０４

【申告が必要な方】

【申告の必要が無い方】

【申告に必要なもの】
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○令和７年分確定申告会場について
　【会　　場】能代合同庁舎３階　能代市末広町4－20

　【開設期間】令和８年２月16日（月）～３月16日（月）（土、日、祝日等除く）
ただし、不動産等の譲渡（売却）をされた方や、
贈与をされた方の相談は、火曜日・水曜日に行います。

　【開設時間】午前９時～午後５時
※入場整理券配付時間　午前８時30分～午後４時

　　　　　　　
○確定申告会場への来場を検討されている方へ
申告書作成会場への入場には「入場整理券」が必要です。
会場での当日配付の状況によっては、後日の来場をお願いする場合がありますので、国税庁
LINE公式アカウントからオンライン事前予約をお願いします。
当日の相談予約は、相談枠に限りがありますので、オンライン

　事前予約を是非ご利用ください。
国税庁LINE公式
アカウント

■問合せ先　能代税務署　☎５２－６１１１

・障害者控除を適用するためには、原則申告が必要となります。
障害者手帳または福祉保健課より発行される障害者控除対象者認定証を持参
の上、申告してください。

・配偶者（特別）控除または扶養控除についても原則申告が必要となります。

※年末調整等により給与支払報告書または年金支払報告書にて申告済みの方は
　申告の必要はありません。

■問合せ先　税務会計課　☎７６－４６０４

会場では、ご自身のスマートフォンおよびマイナンバーカードを使用して申告書等を作成い
ただきますので、スマートフォン、マイナンバーカード、
　　　　　　　　マイナンバーカードの２種類のパスワードをご用意ください。

障害者控除、配偶者（特別）控除
または扶養控除について

障害者控除、配偶者（特別）控除
または扶養控除について

能代税務署からのお知らせ所得税または町民税・県民税の申告が必要・不要？

令和８年１月１日現在の
住所は八峰町ですか？

八峰町に町民税・県民税の申告を
する必要はありません。令和８年
１月１日に住んでいた市区町村へ
相談してください。

スタート

主に年金（遺族、障
害年金は含まない）

年金収入額が
400万円以下

年金以外の所得が
20万円を超える

源泉徴収票に記載が
ない各種控除（扶養
や医療費など）を追
加したい

※１
▼２カ所以上から給与収入があり、主たる給
与以外の給与収入の合計額が20万円を超
える場合はA、超えない場合はB
▼給与以外の収入があり、その収入から経費
を差し引いた所得の合計金額が20万円を
超える場合はA、超えない場合はB

A 所得税の確定申告が必要です。
（還付される場合を除きます）

所得税の確定申告を提出すれば、町民税・県民税の申告は必要
ありません。確定申告書「住民税・事業税に関する事項」欄に
該当する場合は必ず記入してください。

B 町民税・県民税の申告が必要です。

C 所得税の確定申告、町民税・県民
税の申告は必要ありません。

ただし、所得税が源泉徴収されていて、所得税の還付を受ける
場合は、確定申告が必要です。

収入なし、または
非課税所得のみ
（遺族、障害年金、
失業給付金など）
の場合は「いいえ」

年金以外の
所得がない

主に給与

１カ所からの
給与収入のみ

年末調整している

他の所得がない

主に事業（営業・農
業）や不動産

所得金額（収入ー経
費）が所得税の控除
合計より大きい

令和７年中に収入がありましたか？

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はいはいいいえ

いいえ はい

A

B A

A

はい

はい

いいえ

B C

はい いいえ

いいえ

A B

C

このフローチャートは目安です。内容によって申告方法が異なる場合があります。判定結果

※１

C H E C K ! !
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■問合せ先　　福祉保健課　☎７６－４６０８

■問合せ先　　企画政策課　☎７６－４６０３

建設課からのお知らせ

　町道目名潟大沢線のウトウ坂下地区と萩ノ台地区の間に架かる水沢橋について、橋梁点検の結
果、一部の橋脚で基礎部分の洗堀が確認され、通行の安全が確保できないため、現在通行止めと
なっております。
　この間、町では川底の地質調査や橋の詳細調査を行ってまいりましたが、この調査結果に加え、
今後の町の事業推進や財政事情、社会情勢などを総合的に勘案し、水沢橋は撤去することと
いたしました。また、代替路線については、萩ノ台地区と国道101号をつないでい
る現在の道路を拡幅することとしております。
　今回の方針決定にあたり、住民の皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご理解のほど、よろ
しくお願いいたします。

水沢橋の集約化撤去について

国
道
101
号

松波苑●

●

迂回路

目名潟地区

八峰消防署●

● 峰浜小学校

萩ノ台地区

水沢地区

ウトウ坂下地区

水沢橋
（撤去箇所）

八峰町役場

■問合せ先　　建設課　☎７６－４６１０

　物価高騰等による負担軽減を図るため、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、
以下の事業を実施しますのでお知らせします。

●令和７年度物価高騰対策商品券発行事業
全町民に対し、商品券を配布します。

●令和７年度生活応援暖房費助成事業
非課税世帯に対し、暖房費の一部を助成します。

対 象 世 帯 令和８年１月１日時点で八峰町に住民登録があり、世帯全員が住民税非
課税の世帯

支 給 額 １世帯当たり　6,100円

通 知 方 法 １月下旬から支給対象となる世帯の世帯主に対し、支給通知を発送しま
す。必要に応じて手続きをお願いします。

対 象 者 令和８年１月１日時点で八峰町に住民登録がある方

支 給 品 商品券　１人につき12,000円（1,000円券×12枚）

配 布 時 期

使 用 可 能 店 舗

有 効 期 限

２月下旬から世帯主宛に、各世帯人数分の商品券を郵送します。
※順次郵送となり送付まで期間を要します。あらかじめご了承ください。

町内食料品店・飲食店など　
※詳細について、発送時に使用可能店舗一覧を同封します。

令和８年６月30日（火）予定

物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金事業のお知らせ
物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金事業のお知らせ

30分1,000円　60分2,000円　120分まで対応可能

●
●
●

法要、仏壇・墓石、遺品整理など事後相談も承ります

葬儀の流れ・内容・必要な費用が確認できます
お連れ先や会場選びの基準が明確になります
不明点を明白にし葬儀への不安が払拭されます

）
料
無
（す
ま
り
承
事
前

談
相 ご相談だけでも

遠慮なくどうぞ。
（ご予約優先） 入会金10,000円（税込）のみ

当社HP▼
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申請に関する内容や、ご不明な点につきましては下記へお問い合わせください。
■問合せ先　八峰町教育委員会学校教育課　TEL0185-77-2816　FAX0185-77-3230

〒018-2641　秋田県山本郡八峰町八森字中浜196-1

■書類請求および提出先　八峰町役場　　　　　　　　　　　　　☎７６－２１１１
　　　　　　　　　　　　八峰町教育委員会（ファガス）　　　　☎７７－２８１６
　　　　　　　　　　　　八峰町公民館（峰栄館）　　　　　　　☎７６－２３２３
■問合せ先　教育委員会学校教育課（ファガス２階）奨学金担当　☎７７－２８１６

八峰町奨学金返還助成のお知らせ令和７年度

八峰町では、若者の町内定住を促進するため、町内に定住している方へ奨学金の返還を助成しています。

奨学金の返還を最大全額助成します八峰町奨学金を
返還中の皆様へ

助 成 額
・住民票
・奨学金貸与申請書（教育委員会所定のもの）
・学校長の推薦書（教育委員会所定のもの）
・家庭状況書（教育委員会所定のもの）
・学業成績証明書（学校所定のもの）
・合格通知書の写し
・専修学校および各種学校のパンフレット※１

※１　大学・短大・高等専門学校・高等学校の方は
必要ありません。

学校等
大学・短大
高等専門学校
２年以上の専修学
校および各種学校
（予備校は除く）

④売るつもりのないものや、大切な思い出の
品は、絶対に見せない！渡さない！

⑤必ず契約書をもらい、事業者の名前や連絡
先を確認しましょう！

①突然訪問してきた買い取
り業者は家に入れない！

②事前に電話があった場合でも、
安易に訪問を承諾しない！

③取引するときは、一人で
対応しない！

高等学校 ２万円以内

募集人数

15名以内

貸付金額

５万円以内

令和７年度

奨学金返還開始

令和８年度
（町）前年度返還額に対し　助成金　1/3

（県）前年度返還額に対し　助成金　2/3

　　助成金上限額
　　　（町）66,000円　　（県）133,000円

令和９年度 令和10年度 令和11年度～

前年度返還額に対し
町助成金　10/10

奨学金貸与額に
12を除して
算定した金額

申請の前年度に返還した額の1/3または10/10　　※下表（例）を参照ください

対 象 者

次の①②③のすべての要件を満たす方が対象者となります
　①八峰町奨学金を返還している方
　②町内に住所があり、現に居住している方（定住の意思をもって住まれている方）
　　※申請年度の途中で転出される場合は対象となりません
　　※助成金交付後に転出された場合は当該年度分の助成金は返還していただきます
　③就労している方（企業等に雇用、起業、農林漁業等）
　　※申請時点で就労している方が対象者となります
　　※公務員、独立行政法人等に雇用されている方は対象となりません

※働いていない方でも、助成を受けられる場合があります。該当する方はお気軽にお問い合わせください。
【申請の方法】助成を希望する方は、次の書類を八峰町教育委員会に提出してください。

なお、申請書類については、八峰町教育委員会に備え付けています。
また、八峰町ホームページからも申請書をダウンロードできます。

【提 出 書 類】・交付申請書　　・在職証明書　　・その他
【申 請 期 限】令和８年３月31日（火）
（例）令和６年度に大学を卒業し、八峰町に住んでいる場合

町では、経済的な理由により修学が困難な方に奨学金を貸与しています。
奨学金を希望する方は、返還計画等を十分にご検討の上、お申し込みください。

受付期間：令和８年３月２日（月）～31日（火）※土日、祝祭日を除く
受付時間：午前８時30分～午後５時

※奨学金は本人に対し４月、７月、10月、１月の四半期ごとに貸与します。奨学金の貸与終了後、八峰町内
に居住し、民間企業に就職するなど一定の要件を満たした場合は、返還助成制度を受けることができます。

令和８年度 八峰町奨学金奨学生募集

■募集人数と貸与額 ■申請手続きに必要な書類

訪問買い取り業者との
　　　　トラブルにご注意！

　「不用品はないか？」「要らないものがあれば何でも買い取る。」等と勧誘
する、訪問買い取り業者とのトラブルに注意しましょう。
　「優しそうな男性だったので話を聞いていたら、貴金属の話になり、断った
ところ大声で怒鳴られた。」「業者が家に勝手にあがって来た。」など、身の
危険を感じるトラブルも報告されています。
　最近では、日本全国で地震が相次ぎ、「被災地に寄付をする。」などと、地
震に便乗した手口も見られます。

■八峰町消費生活相談窓口（商工観光課）TEL：０１８５-７６-４６０５
　E-mail：shokokanko＠town.happou.akita.jp

トラブルに
あったら、

すぐに役場
に相談して

ね！

☆トラブルを防ぐために！☆



広報はっぽう　2026.2月号 12広報はっぽう　2026.2月号13

■問合せ先　町営診療所　☎７６－３８１３

町営診療所からのお知らせ

かぜ症状のある方へかぜ症状のある方へ
　秋冬時期はインフルエンザや新型コロナウイルス等の感染が多くなることから、当院では、熱の有
無にかかわらず、かぜ症状のある方は通常診療時間ではなく発熱外来時間に診察しています。受診す
るには電話で予約が必要です。

【診察時間】
午前１１：００～正午　　午後４時～午後５時
火～金曜日（月・土・日・祝日は休診）

　　　　　　　　　※上記時間帯は発熱外来患者を優先して診察しますので、
　　　　　　　　　　通常診療の方は待ち時間が長くなります。ご注意ください。

　　　　　①熱のある方
　　　　　②熱はないが、せきやのどの痛み、鼻水や倦怠感などのかぜ症状がある方
　　　　　③家族や同僚に、新型コロナ等感染症患者がいる方

　　上記に該当する方は、
　　★ご自宅、または当院駐車場到着時に車内から必ず事前に予約の電話をしてください。
　　★感染防止のため予約なしで直接正面玄関から入ってこないでください。
　　　（症状がある方の出入り口は別になります。）
　　★必ずマスクを着用してください。

感染症のまん延や院内感染を防ぐため、何卒ご協力をお願いします。

入札結果をお知らせします!!入札結果をお知らせします!! 町で行った入札において、予定金額が130万円以上の
ものについて、お知らせします

■１２月１１日入札分
○岩館地区防災コミュニティセンター外構工事
契約金額 ７,４２５,０００円（落札率９１.９６％）

㈲富岳工務所請負業者

○７災70号　河川災害復旧工事（夏井沢川　右岸）
契約金額 １６,４８９,０００円（落札率８９.７６％）

㈲秀和興業　峰浜本店請負業者

○７災71号　道路災害復旧工事（その他町道石川夏井線）
契約金額 １,６０６,０００円（落札率９９.３１％）

㈲丸伸重機請負業者

○７災72号　道路災害復旧工事（その他町道御日堂線）
契約金額 ６,９１９,０００円（落札率８９.９８％）

㈲秀和興業　峰浜本店請負業者

■１２月２４日入札分
○７災40号　河川災害復旧工事（夏井沢川　左岸）
契約金額 ２５,３００,０００円（落札率９９.６５％）

伊藤栄建設㈱請負業者

○７災69号　河川災害復旧工事（夏井沢川　右岸）
契約金額 ８,６３５,０００円（落札率８９.６１％）

㈲秀和興業　峰浜本店請負業者

■問合せ先　福祉保健課　健康推進係　☎７６－４６０８

●生活習慣病とは？
　食習慣・運動習慣・休養・喫煙・飲酒等の生活習慣が、その発症や進行に関与する疾患の
総称。生活習慣病は国民医療費全体の３割を占めています。

●生活習慣を振り返って、生活習慣病を予防しましょう
　生活習慣病は長い時間をかけて進み、病気を自覚しにくいという問題があります。中高年
になってからではなく、若い頃から適正な生活習慣を獲得し、維持することが大切です。下
記のキーワード【一無、二少、三多】を心がけ、自分の健康状態を知るために年１回の健康
診断を忘れずに受けましょう。

日常心がけたい生活習慣をわかりやすく表現した健康標語。

「無煙・禁煙のすすめ」
●たばこは万病のもと～喫煙は単独で最大の予防可能な死因

２月は全国生活習慣病予防月間です２月は全国生活習慣病予防月間です

出典先：日本生活習慣病予防協会

一無、二少、三多とは？

一　無（いちむ）

「少食・少酒のすすめ」
●少食：食事は腹八分目～よく噛んで、三食を規則正しく
暴飲暴食を控えることは、身体の機能を健康な状態に維持して
いく上で大切です。主食+一汁三菜+果物+乳製品がもっとも
望ましい組み合わせです。

●少酒：アルコールは少量をたしなみ、ほどほどに

二　少（にしょう）

三　多（さんた） 「多動・多休・多接のすすめ」
●多動：今より10分多くからだを動かそう
座りっぱなしは避け、身体活動をできるだけ多くして、しっか
り毎日の生活の中で維持しましょう。無理な目標はたてずに、
良く歩くことから始めましょう。

●多休：しっかり休養～こころとからだのリフレッシュを
理想的な睡眠時間は６～８時間といわれてますが、個人差があ
ります。活動量に応じた適正な睡眠時間をとるように心がけま
しょう。

●多接：多くの人、事、物に接してイキイキした生活を送る
多くの人と交流し、さまざまな事、物に好奇心をもって接する
ことで創造性豊かな生活を送ることが大切です。

～2026年のスローガンは「幸せは足元から　多く動いて健康を実感」です～
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林野火災注意報・警報の運用について
岩手県大船渡市で発生した大規模林野火災を受けて、

令和８年３月１日から
林野火災注意報・林野火災警報の運用が始まります！

　林野火災の予防上、注意が必要な気象状況になったときには「林野火災注意報」を発令し
注意喚起を行うとともに、住民等に「火の使用の制限」について努力義務を課すこととなります。
　さらに、林野火災の予防上、危険な気象状況になったときには「林野火災警報」を発令し、
住民等に「火の使用の制限」について義務を課すこととなります。

林野火災注意報

次の①または②のいずれかの条件に該
当した場合

①前３日間の合計降水量が１㎜以下で、
かつ前30日間の合計降水量が30㎜
以下の場合

②前３日間の合計降水量が１㎜以下で、
かつ乾燥注意報が発表された場合

※ただし、当日に降水が見込まれる場
合や積雪がある場合は、この限りで
ありません。

林野火災警報

林野火災注意報の発令

＋

強風注意報が発表

発令基準

１月から
12月までの（　期間中　）

広域圏の全域発令区域

林野火災注意報・警報について

発令基準について

　火災予防条例第29条の規定により、以下のとおり「火の使用の制限」がかかります。

（１）山林、原野等において火入れをしないこと。
（２）煙火を消費しないこと。
（３）屋外において火遊び又はたき火をしないこと。
（４）屋外においては、引火性又は爆発性の物品その他可燃物の付近で喫煙をしないこと。
（５）山林、原野等の場所で、火災が発生するおそれが大であると認めて理事会が指定した区域

内において喫煙をしないこと。
（６）残火（たばこの吸殻を含む。）取灰又は火粉を始末すること。

林野火災注意報・警報が発令された場合の規制について

　林野火災注意報は、警報発令の前段階に位置付けられ、罰則を伴わない努力義務を課すものとなっ
ています。
　一方で、林野火災警報は、「火の使用の制限」に違反した者に対して30万円以下の罰金
又は拘留に処することが消防法で定められています。（消防法第44条）

林野火災注意報・警報発令時、「火の使用の制限」に従わなかった場合ついて

　林野火災注意報や警報が発令された場合は、消防車両での巡回広報、消防署等での吹き流し掲出、
防災行政無線や広域ホームページ掲載により、広報を行います。

　たき火（ゴミ焼き等）により、火災とまぎらわしい煙が発生するおそれがある場合は、あらかじめ
消防署に届出が必要です。（火災予防条例第45条）

林野火災注意報・警報発令状況の周知について

火災とまぎらわしい煙を発する行為をする場合は届出を！

能代消防署　☎0185-52-3311
二ツ井消防署　☎0185-73-2327
三種消防署　☎0185-85-3100
八峰消防署　☎0185-76-3119

能代山本広域市町村圏組合消防本部
☎５２－３３１１

問合せ先

石油・電気暖房機

SELA グループ
SELA シロキ

（石油機器技術管理士
第1994351498号）

Sm
ar

t E
co Life Akita Sm

ar
t E
co Life Akita 

火災警報器の交換は約10年が目安です



広報はっぽう　2026.2月号 16広報はっぽう　2026.2月号17

　
１
月
９
日
、
八
峰
町
交
通
指
導
隊
（
佐
々

木
敦
隊
長
）
の
出
隊
式
が
、
役
場
大
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
隊
員
９
名
の
う
ち
６
名
が
出

席
し
、
隊
員
を
中
心
に
飲
酒
運
転
の
根
絶
や

子
ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
、
「
家
庭
や
職
場
、
学
校
や
地
域

に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
を
幅
広
く
展
開
す

る
ほ
か
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
や
啓
発
等

の
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
」
と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

　
出
隊
式
終
了
後
は
、
白
瀑
神
社
に
会
場
を

移
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
お
祓
い
を
含
め

て
交
通
安
全
祈
願
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
11
日
、
お
正
月
の
縁
起
物
を
燃
や
す

小
正
月
行
事
「
白
瀑
神
社
ど
ん
と
祭
り
」
が

白
瀑
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
が
始
ま
る
頃
に
は
多
く
の
方
が
正
月

用
の
し
め
縄
や
松
飾
り
や
破
魔
矢
、
古
い
お

守
り
等
を
持
っ
た
参
拝
者
が
訪
れ
、
積
み
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な

る
中
、
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
縁
起
物
に
火

が
つ
け
ら
れ
る
と
激
し
く
燃
え
上
が
り
ま
し

た
。

　
こ
の
炎
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
と
今
年
１

年
健
康
に
過
ご
せ
る
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
拝
者
は
、
青
竹
の
先
端
に
付
い
た
餅
を
炎

で
あ
ぶ
り
、
家
族
の
健
康
な
ど
を
祈
り
な
が

ら
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

八
峰
町
交
通
指
導
隊
出
隊
式

　
　
　
　
　
交
通
事
故
防
止
を
確
認

白
瀑
神
社
ど
ん
と
祭
り

　
　
　
　
今
年
１
年
の
招
福
を
祈
願

飲酒運転の根絶や交通事故防止を誓いました

　
１
月
11
日
、
岩
館
漁
港
に
て
八
水
株
式
会

社
（
菊
地
陽
一
代
表
取
締
役
社
長
）
が
事
業

を
展
開
す
る
、
輝
サ
ー
モ
ン
の
今
季
の
養
殖

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
強
い
し
け
に
見
舞
わ
れ
る
あ

い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
い
け
す
の
揺
れ

を
減
ら
す
た
め
の
固
定
作
業
を
追
加
し
、
関

係
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
約
１
，
６
０
０

匹
の
未
成
魚
が
い
け
す
へ
移
し
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。

　
５
季
目
と
な
る
今
年
は
、
昨
年
並
み
の
生

存
率
９
割
以
上
、
平
均
重
量
は
３
㎏
以
上
を

目
指
し
て
管
理
を
行
っ
て
い
き
、
５
月
頃
の

水
揚
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

輝
サ
ー
モ
ン
養
殖

　
　
５
月
頃
の
水
揚
げ
へ
向
け
始
動未成魚がいけすへ移し入れられました

健康を願い、餅を焼きました

　１月８日、橋本京さん（浜田）が満100
歳を迎えられました。この日は、入居する
特別養護老人ホーム海光苑に堀内町長が訪れ、寿詞と祝い
金が手渡されました。
　長寿の秘訣は、「よく噛んで、よく食べる」ことだと話
しており、歩行器を使って施設内を歩いたりしています。
これからもお元気にお過ごしください。

祝・100歳　町から寿詞が手渡されました　　　

　大森グループの白神ウインド合同会社、森風パワー、風
の松原自然エネルギーの３社より、防災用非常持出袋セッ
トが町に寄贈され、12月19日に田村副町長より八峰中学
校の生徒へ手渡されました。
　配布された持出袋セットは、非常時の持ち出し品の参考
とし、袋の中身を確認したうえで各家庭にあった持出袋を
作成してもらうこととしています。

大森グループ３社より防災用非常持出袋セットが寄贈されました

　令和７年10月30日（木）、岩手県盛岡市で開催された「令
和７年度東北地区社会教育研究大会」において、小沢重博さ
ん（石川）が東北地区社会教育委員連絡協議会表彰を受賞さ
れました。
　平成12年度から町社会教育委員として活動し、通算して
23年もの間、地域における社会教育の振興に取り組み、そ
の功績が高く評価されたものです。
　この度の受賞、誠におめでとうございます。社会教育の発
展と地域の未来を支える人材の育成のため、今後も引き続き
ご尽力いただければ幸いです。

令和７年度東北地区社会教育委員連絡協議会表彰
小沢 重博さん（石川）　

長年の功績に光長年の功績に光

コニシ登記測量事務所
〒016‐0862 秋田県能代市寿域長根48番地181　電話 0185‐74‐9027  FAX 0185‐74‐9029

土地家屋調査士境界杭は近隣との「和」の証境界杭は近隣との「和」の証

「決して動かない」

俺の姿を見てくれ
誰も俺の存在には気づかないが
今日も俺はじっと頑張っている。そう、俺は「境界」。
行き交う人々の姿を見ながら、人様の権利をしっかりと見守る
暑かろうが寒かろうが、与えられたポジションから
「絶対に離れない」こと。「決して動かない」こと。
それが俺の使命。

産直ぶりこ ☎0185-70-4020
【営業日】毎週金・土・日　【営業時間】10：00～15：00

2月の
企画

だまこ鍋販売
 2月21日土
11：00～なくなり次第終了
お持ち帰りの方は、鍋持参OK！
11：00～なくなり次第終了
お持ち帰りの方は、鍋持参OK！

当日アンケートお答えの方　１品サービス



広報はっぽう　2026.2月号 18広報はっぽう　2026.2月号19

生涯学習だより

発行　八峰町教育委員会　生涯学習課
■ファガス　八峰町八森字中浜196-1　　　☎0185‐77‐3700
■峰 栄 館　八峰町峰浜田中字野田沢20-1　☎0185‐76‐2323第213号

はっぽうはっぽう

はっぽう
生涯学習だより

としょしつだより

行
事
予
定

▼第20回八峰町ユニカール大会 
　■開催日：2/14（土）　9：00～
　■会　場：あきた白神体験センター
　■問合せ：生涯学習課　☎76-2323（峰栄館）

▼八峰町スポーツ文化栄誉賞
　■開催日：2/12（木）　16：00～予定
　■会　場：八峰町文化ホール
　■問合せ：生涯学習課　☎77-3700（ファガス）

［開室時間］　午前８時30分～午後９時00分
　　　　　　（休み：年末年始、蔵書点検期間）
■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196‐1　　　 ☎0185‐77‐3700
■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20‐1　☎0185‐76‐2323

本に関するお問い合わせは、お気軽に図書室までご連絡ください。本に関するお問い合わせは、お気軽に図書室までご連絡ください。

金谷信榮氏からの寄付金で購入した本や寄贈本もご紹介しています。金谷信榮氏からの寄付金で購入した本や寄贈本もご紹介しています。

半分大人になりました！チビッコ公民館
　12月26日（金）、峰栄館で開催したチビッコ公民館に町内の小学４年生26名が参加しました。コマと絵馬づくり、
秋田弁かるた遊び、紙芝居の読み聞かせを楽しんだほか、10年後の自分への手紙を書きました。この手紙はタイム
カプセルとして保管され、八峰町20歳を祝う会で本人に手渡される予定です。また、防災学習として、ポリ袋を利
用して電気を使わずにできる炊飯を体験しました。炊きあがったご飯はカレーライスにして美味しくいただきまし
た。地域の大人や児童同士で交流を深めながら、様々な体験をして、充実した一日を過ごしました。

自主学習グループ「二八そば友の会」が誕生しました
　８月から12月にかけて開講した生涯学習講座「そば打ち体
験講座」の受講者有志により、この度、『二八（にはち）そ
ば友の会』が結成されました。　
　今後は自主学習グループとして、そば打ちの技術向上と試
食を通じた交流を継続的に行っていく予定です。現在は男女
７名のメンバーですが、見学希望や興味がある方は峰栄館に
お問い合わせください。

■活動場所：ファガス
■活動頻度：月１回
■活動内容：そば打ちと試食
■問合せ先：峰栄館　☎76-2323

新しく入った本のお知らせ新しく入った本のお知らせ
★印がついている本は、両方の図書室にある本です。★印がついている本は、両方の図書室にある本です。

右のQRコードをお手持ちのスマートフォンなどで読み
取ると蔵書検索ができます。利用者カードとパスワード
をお持ちの方は本のWeb予約もできます。

ファガス図書室
【絵本・児童書など】 
【絵本】さかなをたべたあとのほね（幼児えほん）
【絵本】ほらふきヤーノシュ ハンガリー民話
【絵本】冬にやってきた春と夏と秋
【児童書】いぬうえくんとくまざわくんシリーズ ４～７巻
【児童書】わらぐつのなかの神様 日本の名作童話
【児童書】アントニ・ガウディ サグラダ・ファミリアを生んだ建築家
【児童書】内閣に行ってみよう！政治がおこなわれるところ
【紙芝居】ゆきじぞう
【一般書】
【小説】豊臣家の包丁人
【小説】白露　警視庁強行犯係・樋口顕
【小説】睡蓮
【小説】チーム４
【小説】暁星
【文庫小説】ゆきげしき＜冬＞時代小説傑作選
【文学・詩】星がすべて
【よみもの】僕には鳥の言葉がわかる
【コミック】家守奇譚 上巻、下巻（梨木香歩 原作）
【実用書・社会】ファッション・スタイルとカルチャーの大図鑑
【実用書・地学】日本のきれいな鉱石図鑑
【実用書・生活】おいしい循環-生ごみを捨てない暮らし-
【実用書・料理】10分でできる体ととのえ朝ごはん
【実用書・菓子】和菓子の二十四節気 おうちで作る、季節を楽しむ
【実用書・手芸】余り毛糸の活用手帖
【実用書・芸術工芸】あたらしい洋食器の教科書

加藤休ミ
いもとようこ
エミリー・サットン
きたやまようこ
杉みき子
やさしく読めるビジュアル伝記
国土社編集部
童心社

木下昌輝
今野敏
白石一文
堂場瞬一
湊かなえ
PHP文芸文庫
最果タヒ
鈴木俊貴
近藤ようこ
パイインターナショナル
五十公野裕也
たいら由以子
大島菊枝
大須賀麻由美
成美堂出版編集部
加納亜美子

峰栄館図書室
【絵本・児童書など】 
【絵本】ハグのうた
【絵本】かまくらのおきゃくさま
【絵本】おもちゃかーしーて！
【絵本】かんじ こびとがつくるもじとことば
【児童書】戦国×兄弟　豊臣兄弟-炎の絆
【児童書】痛みって何だろう？人体のひみつをさぐろう
【児童書】捨てられないずかん
【児童書】都市伝説解体センター（集英社みらい文庫）
【一般書】
【小説】おまえレベルの話はしてない
【小説】酒亭DARKNESS
【小説】命の横どり
【小説】こだま標本箱
【小説】まろ丸伊勢参り
【小説】カレンダーのない家
【小説】I（アイ）
【よみもの】コレクターズパレード 100人の収集生活
【コミックエッセイ】仕事とスマホで終わる日々が「習いごと」で変わった話
【実用書・歴史】日本のお城を攻める！お城白熱教室
【実用書・健康】意識を失ったとき予防と対応図鑑
【実用書・手芸】モノトーンニット
【実用書・料理】元ハンバーグ職人の特売肉で格上げレシピ
【実用書・菓子】AMAM＋のスコーンブック
【実用書・子育て】ふたご・みつごの安心！妊娠・出産・子育てブック
【郷土】あきた弁一語一会

おーなり由子
こたかみちる
さいとうせりか
すずきてつお
田中創 越智屋ノマ
加藤実
米田まりな
志田もちたろう

芦沢央
恩田陸
久坂部羊
谷瑞恵
畠中恵
兵藤るり
道尾秀介
落合加依子 佐藤友理
よざひかる
中井均 加藤理文
加藤庸子 黒岩敏彦
風工房
しるびー1978
諏訪美希子
日本多胎支援協会
佐藤稔

*okome*  おいしい‼ お米の本　*okome*

おはなしの会かもめによる読み聞かせ

コマと絵馬を作りました

秋田弁かるたを楽しみました

耐熱ポリ袋を使った体験

「そば打ち体験講座」の様子

ファガス図書室 峰栄館図書室

•雨や雪の日が多くなってきました　本を持ち帰るときは濡れないよう袋やバッグをご利用ください。
•貸出し手続きの後は図書室利用者カードなどのお忘れ物にご注意ください。

 ファガス・峰栄館図書室からのおしらせ

＊＊＊＊＊＊ 　図書室をご利用のみなさまへのおねがい　＊＊＊＊＊＊

企画展のご案内

秋田県立図書館の
本も読めます。

睡眠のお悩み　すっきり解消！
展示期間：１月26日（月）～３月17日（火）
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ファガス 午後1：30～
3：30あった会 読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞

かせなどをします。
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沢目駅舎内 午前10：00～
午後4：00のんき会 心の病を持っている方が情報交換する場です。

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。

八峰町社会福
祉協議会

午前9：30～
正午心配ごと相談

担当：工藤金悦相談員
※相談をご希望の方は事前にご連絡ください。
　☎77-3551

水沢コミュニ
ティセンター

午前9：30～
11：30行政相談

担当：田村崇子委員
身の周り等で気になることがありましたら、お
気軽においでください。

岩館地区 午前7：30～
8：30

岩館婦人会
古紙回収

対象：ダンボール・新聞紙・雑誌・牛乳パック・
アルミ缶

峰栄館 午後1：30～
3：00

ストレッチポール・ひめ
トレエクササイズ教室

運動の苦手な方大歓迎！いつでも体験可！
問合せ先：田村　☎080-1679-4834

峰栄館 午後1：30～
3：00

ストレッチポール・ひめ
トレエクササイズ教室

運動の苦手な方大歓迎！いつでも体験可！
問合せ先：田村　☎080-1679-4834

ファガス 午前10：00～
正午

おしゃべり
カフェ 対象：どなたでも　　参加費：100円

ファガス 午後1：30～
2：30

喜楽
けんこうクラブ

内容：椅子を使った簡単な体操、筋力トレーニング
問合せ先：喜楽けんこうクラブ
　　　　　代表／小林　☎090-2366-9985

ファガス 午後2：00～
3：30

内容：有酸素運動、ストレッチ、筋トレ等
参加をご希望の方は事前にご連絡ください。
☎77-3200

人生100年！楽笑塾
ラクショウジュク

峰栄館 午前10：00～
11：30

内容：有酸素運動、ストレッチ、筋トレ等
参加をご希望の方は事前にご連絡ください。
☎77-3200

人生100年！楽笑塾
ラクショウジュク

役場防災町民課
町民サービス係
（③番窓口）

午前9：00～
午後4：00

（正午～午後1：00を除く）
マイナンバー
日曜窓口

マイナンバーカードの申請や受け取り、更新の
手続きなど、マイナンバーカードについてお手
続きを受け付けています。

八森
保健センター

午後1：30～
3：30

集いの場
「カタクリ」

図書ボランティアを実施します。就労や社会参
加したいなどいろいろな思いを持つ若者の皆さ
んに足を運んでほしい場所です。
問合せ先：福祉保健課健康推進係　☎76-4608

ファガス
「シーガル」

午後1：30～
3：30

交流サロン
「しーがる」

陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を
準備してお待ちしております。お気軽にお立ち
寄りください。

塙川
健康センター

午後1：30～
3：30

交流サロン
「らべんだー」

陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を
準備してお待ちしております。お気軽にお立ち
寄りください。

岩館地区防災
コミュニティ
センター

午前10：00～
正午うみねこサロン

対象：岩館第１地区の方　参加費：100円
お茶を飲みながら、ご近所さんとおしゃべりな
どする場です。

漁火の館 午前10：00～
正午いさりびサロン

対象者：岩館第２地区にお住まいの方
参加費：１人100円
お茶やおいしいお菓子を用意しております。

漁火の館 午前10：00～
正午いさりびサロン

対象者：岩館第２地区にお住まいの方
参加費：１人100円
お茶やおいしいお菓子を用意しております。

八森
保健センター

受付：
午前9：30～10：00

７か月児・
１歳児健康相談

対象：令和７年７月生～令和７年８月生
　　　令和７年２月生～令和７年３月生

峰栄館 午前10：00～
11：30３B体操教室

持ち物：運動しやすい服装、上履き、飲みもの
どなたでも参加、見学可能です。
問合せ先：工藤　☎080-1657-1125

峰栄館 午前10：00～
11：30３B体操教室

持ち物：運動しやすい服装、上履き、飲みもの
どなたでも参加、見学可能です。
問合せ先：工藤　☎080-1657-1125

峰栄館 午前10：00～
11：30３B体操教室

持ち物：運動しやすい服装、上履き、飲みもの
どなたでも参加、見学可能です。
問合せ先：工藤　☎080-1657-1125

沢目駅舎内 午前10：00～
午後4：00のんき会 心の病を持っている方が情報交換する場です。

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。

役場防災町民課
町民サービス係
（③番窓口）

午前9：00～
午後4：00

（正午～午後1：00を除く）
マイナンバー
日曜窓口

マイナンバーカードの申請や受け取り、更新の手続き
など、マイナンバーカードについてお手続きを受け付
けています。※22日㈰はメンテナンス作業のため閉庁

八峰町社会福
祉協議会

午前9：30～
正午心配ごと相談

日沼美智子相談員
※相談をご希望の方は事前にご連絡ください。
　☎77-3551

ファガス 午前10：00～八峰町
定例教育委員会 詳しくは学校教育課へ　☎77-2816

峰栄館 午前10：00～
正午

おしゃべり
カフェ 対象：どなたでも　　参加費：100円

沢目駅舎内 午前10：00～
午後4：00のんき会 心の病を持っている方が情報交換する場です。

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。

峰栄館 午前10：00～
正午

おしゃべり
カフェ 対象：どなたでも　　参加費：100円

ファガス 午前10：00～
正午

おしゃべり
カフェ 対象：どなたでも　　参加費：100円

八森
保健センター

午後1：00～
4：00

生活とこころの
相談会 詳細はお知らせ版をご覧ください。

沢目駅舎内 午前10：00～
午後4：00のんき会 心の病を持っている方が情報交換する場です。

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。

ファガス 午前9：30～
11：30行政相談

担当：山崎典康委員
身の周り等で気になることがありましたら、お
気軽においでください。

八峰町社会福
祉協議会

午前9：30～
正午心配ごと相談

担当：芹田静香相談員
※相談をご希望の方は事前にご連絡ください。
　☎77-3551

峰栄館 午後1：30～
2：30

喜楽
けんこうクラブ

内容：バランスボールを使った運動
問合せ先：喜楽けんこうクラブ
　　　　　代表／小林　☎090-2366-9985

椿台コミュニ
ティセンター
（ぬかもり館）

午後1：30～
3：30もりのカフェ

「ぬかもり館」に集まって「お茶を飲みながらおしゃ
べりする」交流の場です。どなたでもお気軽におい
でください。「もりのカフェ」ののぼりが目印です。

日・曜日 行　　事　　名 場　　　所 時　　　間 内　　　　　容

日・曜日 行　　事　　名 場　　　所 時　　　間 内　　　　　容 ２月１日～28日の行事予定
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問
・
申

【
随
時
募
集
】

町
営
住
宅

夕
凪
団
地
11
号
棟
（
平
成
８
年

度
建
築
）
八
峰
町
八
森
字
八

森
58
番
地
19

夕
凪
第
２
団
地
Ｂ
棟
２
号
（
平

成
10
年
度
建
築
）
八
峰
町
八

森
字
八
森
80
番
地
13

夕
凪
第
２
団
地
Ｌ
棟
２
号
（
平

成
14
年
度
建
築
）
八
峰
町
八

森
字
八
森
後
６
番
地

地
域
活
性
化
住
宅

観
海
団
地
７
号
棟
（
平
成
４
年

度
建
築
）
八
峰
町
八
森
字
家

の
後
11
番
地
19

か
も
め
団
地
10
号
棟
（
平
成
５

年
度
建
築
）
八
峰
町
八
森
字

岩
館
塚
の
台
86
番
地
10

か
も
め
団
地
13
号
棟
（
平
成
５

年
度
建
築
）
八
峰
町
八
森
字

岩
館
塚
の
台
86
番
地
13

入
居
可
能
日
　
申
込
日
か
ら
１

か
月
程
度
を
予
定

応
募
締
切
　
令
和
８
年
３
月
31

日（
火
）午
後
５
時
15
分

※

申
込
み
受
付
は
先
着
順
と
し

ま
す
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
　
入
居
許
可
申
請
書
、

入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票
、

最
新
の
所
得
証
明
書
、
納
税

義
務
者
全
員
の
納
税
証
明
書

※

入
居
許
可
申
請
書
は
、
建
設

課
窓
口
に
設
置
の
ほ
か
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他
　
入
居
資
格
者
お
よ
び

条
件
あ
り
。
原
則
、
入
居
の

際
は
所
得
金
額
１
，
２
４
８
，

０
０
０
円
を
超
え
る
連
帯
保

証
人
が
必
要
で
す
。
そ
の
他

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
直
接

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
建
設
課
　
町
営
住
宅

担
当
（
☎
76
–
４
６
１
０
）

訓
練
科
・
定
員

①
電
気
設
備
技
術
科
（
13
名
）

②
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
名
）

③
溶
接
ク
ラ
フ
ト
科
（
ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
）
（
12

名
）

④
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科
（
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
）

（
12
名
）

訓
練
期
間

①
②
４
月
２
日（
木
）〜
９
月
30

日（
水
）（
６
か
月
）

③
④
４
月
２
日（
木
）〜
10
月
30

日（
金
）（
７
か
月
）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
40
分

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
（
潟
上
市
）

●
募
　
　
集

町
営
住
宅・地
域
活
性
化

住
宅
入
居
者
募
集

●
イ
ベ
ン
ト

自
然
観
察
会

　
　「
留
山
冬
物
語
」開
催

対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
込
み
を
さ
れ
た
方
で
、
新

た
な
技
術
・
技
能
を
身
に
つ

け
て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る

方
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限
　
２
月
24
日（
火
）

そ
の
他
　
毎
週
木
曜
日
に
施
設

見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は

就
職
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
）

　
　
　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

秋
田
　
訓
練
課 

受
講
生
支

援
室
（
☎
０
１
８
–
８
７
３

–
３
１
７
８
）

　
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
幻
想
的
な

雪
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
未
圧

雪
の
留
山
の
冬
を
約
３
時
間
半

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時
　
２
月
22
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
12
時
30
分

場
所
　
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン

タ
ー

定
員
　
10
名

参
加
料
　
３
，
０
０
０
円

申
込
締
切
　
２
月
17
日（
火
）

服
装
　
積
雪
時
の
活
動
に
適
し

た
服
装
（
手
袋
、
ニ
ッ
ト
帽
、

ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
、
ゴ
ー

グ
ル
、
雨
具
、
ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、
ス
ト

ッ
ク
等
）

※

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
貸
出
あ
り

ま
す
。
（
事
前
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
）

持
ち
物
　
予
備
食
、
飲
み
物
。

そ
の
他
各
自
必
要
な
も
の

そ
の
他
　
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る

場
合
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※

天
候
状
況
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
神
ネ

イ
チ
ャ
ー
協
会
（
☎
77
–
３

０
８
６
）
（
受
付
時
間
：
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
　
月
・

金
曜
日
は
休
館
日
）

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

–
６
９
５
–
７
８
３
ま
た
は 

☎
０
１
８
–
８
６
５
–
５
３

３
５
）

日
時
　
２
月
22
日（
日
）午
前
７

時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

場
所
　
協
和
ス
キ
ー
場

趣
旨
　
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
に
親
し
む
機
会
の
提
供
と

基
礎
講
習
に
よ
り
、
安
全
に

楽
し
く
滑
走
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
、
そ
の
普
及
と
町

民
の
体
力
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

対
象
　
町
民
（
小
学
４
年
生
以

上
）
（
未
経
験
者
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

定
員
　
15
名

参
加
費
　
大
人
１
，
０
０
０
円

　
保
険
料
含
む
（
小
中
学
生
は

参
加
費
無
料
）

　
リ
フ
ト
券
、
昼
食
代
、
レ
ン

タ
ル
代
等
は
個
人
負
担

交
通
　
フ
ァ
ガ
ス
を
発
着
点
と

し
て
町
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。

　
　
　
　
八
峰
町
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
担
当
　
山
内
（
☎
０
９
０

–
７
５
６
２
–
１
９
４
１
）
、

稲
田
（
☎
０
８
０
–
５
５
５

４
–
３
７
８
９
）

【
ア
ク
ア
体
操（
水
中
運
動
）】

期
間
　
① 

３
月
10
日
〜
24
日

（
毎
週
火
曜
日
、
全
３
回
）
、

②
３
月
６
日
〜
27
日
（
３
月

20
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
、

全
３
回
）

時
間
　
①
②
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
２
時
20
分
ま

た
は
午
後
２
時
30
分
〜
午
後

３
時
20
分
ま
で

定
員
　
各
18
人
（
成
人
）

費
用
　
１
，
０
０
０
円

申
込
方
法
　
２
月
１
日（
日
）〜

20
日（
金
）ま
で
フ
ロ
ン
ト
へ

直
接
申
込
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

【
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
】

期
間
　
①
３
月
５
日
〜
26
日

（
３
月
12
日
を
除
く
毎
週
木

曜
日
、
全
３
回
）
、
②
３
月

６
日
〜
27
日
（
３
月
20
日
を

除
く
毎
週
金
曜
日
、
全
３

回
）

時
間
　
①
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分
、
②
午
前
10
時

30
分
〜
午
前
11
時
30
分

定
員
　
各
20
人
（
成
人
）

費
用
　
１
，
０
０
０
円

申
込
方
法
　
２
月
１
日（
日
）〜

20
日（
金
）ま
で
フ
ロ
ン
ト
へ

直
接
申
込
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
　
　
　
ア
リ
ナ
ス

　（
☎
54
–
９
２
０
０
）

問
・
申

問
・
申

ア
リ
ナ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
ス
ポ
ー
ツ

能代の病院を受診の際は、
ぜひ、安全安心ニコニコをご利用ください。

付き添いも
行います。
（有料）

090-2366-2525

介護タクシー

　日
時
　
２
月
15
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル

ハ
ス

内
容
　
珈
琲
を
テ
ー
マ
に
美
味

し
い
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
い
な

が
ら
楽
し
く
交
流
し
ま
す
。

参
加
対
象
　
秋
田
県
在
住
、
在

勤
、
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
で
25
歳
以
上
39
歳
ま
で

の
独
身
男
女

定
員
　
男
女
各
30
名
　
合
計
60

名
申
込
期
限
　
２
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
１
８
–
８
７

４
–
９
４
７
１
）

　
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

会
を
兼
ね
て
い
ま
す
が
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
16
日（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所
　
峰
栄
館
　
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
「
骨
粗
鬆
症
と
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

講
師
　

　
能
代
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
　

　
整
形
外
科
医
師
　佐
藤
　毅
氏

　
　
福
祉
保
健
課
　
健
康
推
進

係
（
☎
76
–
４
６
０
８
）

　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

　
社
員
の
定
着
率
が
悪
い
、
職

場
内
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
な
ど

の
原
因
は
貴
社
の
就
業
規
則
に

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
働
き

や
す
い
職
場
に
な
る
よ
う
定
期

的
に
見
直
し
、
社
員
の
定
着
や
、

人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る

よ
う
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
就
業
規

則
の
基
本
と
作
成
・
見
直
し
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
２
月
19
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
　
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア

ル
ヴ
ェ
４
Ｆ
洋
室
Ｃ
（
秋
田

市
東
通
仲
町
４
番
１
号
）

定
員
　
40
名

申
込
期
限
　
２
月
16
日（
月
）

　
　
秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

珈
琲
と
ス
イ
ー
ツ
の
マ
リ
ア

ー
ジ
ュ『
ミ
ル
ハ
ス
珈
琲
友
活

／
２
０
２
６
』開
催

健
康
づ
く
り
講
座
を
開
催

「
就
業
規
則
10
の
基
本
と
作

成・見
直
し
」セ
ミ
ナ
ー
開
催

●
講
　
　
座

問
・
申

問問

問
・
申

問
・
申

申込はこちら

〈お問い合わせ先〉JA秋田やまもと

定期配送会員のお客様へは、

でご提供いたします！

通常配送
価格から2円/ℓ引き お

得
❶

八竜セルフ TEL 85-2775　山本セルフ TEL 83-2703　琴丘セルフ TEL 87-2004
峰 浜 Ｓ Ｓ TEL 76-3153　八 森 Ｓ Ｓ TEL 77-3003

JA-SS灯油宅配定期配送 会員募集中会員募集中
定期給油いたしますので、油切
れの心配が無く安心。使用量の
増える冬は残量確認や電話注文
の手間が省けてラクラク補給! !

お
得
❷

新規お取引の上、ご契約の
方には、令和８年３月末
まで特別６円/ℓ引きで
ご提供いたします。

12 34 TEL 0185-74-5183
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問
・
申

　
暮
ら
し
全
般
の
困
り
ご
と
、

心
の
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
こ
の
機
会
に

専
門
の
相
談
員
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
２
月
21
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
八
森
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

①
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
雇
用
問
題

等
暮
ら
し
全
般
の
困
り
ご
と

②
心
の
悩
み
、
人
間
関
係
の
悩

み

※

相
談
時
間
は
、
１
人
１
時
間

程
度
で
、
面
談
で
の
相
談
と

な
り
ま
す
。

※

①
②
そ
れ
ぞ
れ
３
名
ず
つ
計

６
名
の
受
付
で
す
。
（
先
着

順
）

相
談
員

①
秋
田
な
ま
は
げ
の
会
相
談
員

②
秋
田
大
学
臨
床
心
理
士

　
　
　
　
福
祉
保
健
課
　
健
康

推
進
係（
☎
76
–
４
６
０
８
）

　
（
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）

●
相
　
　
談

生
活
と
こ
こ
ろ
の

　
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

【
国
民
健
康
保
険
税
　
第
６
期
】

　
３
月
２
日（
月
）

　
　
税
務
会
計
課

　
（
☎
76
–
４
６
０
４
）

【
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）第

８
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料（
普
通
徴
収
）第
８
期
】

　
３
月
２
日（
月
）

　
　
福
祉
保
健
課

　
（
☎
76
–
４
６
０
８
）

　
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、

次
の
日
程
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間

　
２
月
16
日（
月
）午
前
６
時

　
30
分
〜
３
月
１
日（
日
）午
後

11
時

　
　
　
　
防
災
町
民
課
　
町
民

サ
ー
ビ
ス
係
（
☎
76
–
４
６

１
４
）

　
町
で
は
、
ハ
タ
ハ
タ
館
利
用

者
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上

を
目
的
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ハ
タ
ハ
タ
館
で

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
１
月
下
旬

か
ら
２
月
下
旬
に
か
け
て
停
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
中
は
、
音
や
振
動

が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
、
利

用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
・

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
日
帰
り
入
浴
や
岩
盤

浴
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
、
宴

会
な
ど
は
通
常
ど
お
り
営
業
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

停
止
期
間（
予
定
）

　
１
月
26
日（
月
）〜
２
月
25
日

（
水
）

再
開（
予
定
）　
２
月
26
日（
木
）

　
　
商
工
観
光
課

　
（
☎
76
–
４
６
０
５
）

　
と
も
す
け
共
済
は
県
内
市
町

村
の
住
民
が
お
互
い
に
掛
金
を

出
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
交
通

災
害
・
不
慮
の
災
害
に
遭
っ
た

被
災
者
を
救
済
す
る
制
度
で
す
。

今
年
も
家
族
そ
ろ
っ
て
セ
ッ
ト

で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
加
入
申

込
は
随
時
受
付
中
で
す
。

　
共
済
期
間
は
４
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

（
４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た

場
合
は
、
加
入
日
の
翌
日
以
降

か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
）

　
掛
金
は
、
交
通
災
害
共
済
が

３
０
０
円
、
不
慮
の
災
害
共
済

が
７
０
０
円
で
す
。

　
加
入
申
込
書
を
全
戸
配
布
し

ま
す
の
で
、
申
込
の
際
に
は
申

込
書
と
掛
け
金
を
お
持
ち
に
な

り
、
役
場
や
金
融
機
関
等
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
７
月
末
ま
で
は
次
の

金
融
機
関
で
も
お
申
込
み
で
き

す
。

・
秋
田
銀
行

・
北
都
銀
行

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便

局
・
羽
後
信
用
金
庫

・
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と

・
Ｊ
Ａ
あ
き
た
白
神

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込

や
請
求
も
可
能
で
す
。
（
24

時
間
対
応
）

　
　
防
災
町
民
課

　
（
☎
76
–
４
６
６
６
）

問
・
申

２
月
の
納
期

　　
Ｊ
Ａ
全
農
と
農
研
機
構
が
共

同
開
発
し
た
多
収
・
良
食
味
の

品
種
「
Ｚ
Ｒ
１
」
を
題
材
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ご
聴
講

く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
６
日（
金
）

　
午
後
３
時
〜

場
所
　
フ
ァ
ガ
ス

講
師
　
Ｊ
Ａ
全
農

　
　
　
　
　
　
斎
藤 

寛
史 

氏

入
場
料
　
無
料

　
　
　
　
農
業
委
員
会

　
（
☎
76
–
４
６
１
１
）

　
能
代
山
本
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

の
稼
働
に
向
け
て
現
在
試
運
転

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
能
代
山
本
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
こ
れ
ま
で
南
部
清
掃
工
場

と
北
部
粗
大
ご
み
処
理
工
場
で

行
っ
て
い
た
ご
み
処
理
を
集
約

し
た
施
設
と
な
り
ま
す
。

・
施
設
の
運
営
は
あ
き
た
白
神

環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
行
い

ま
す
。

・
施
設
の
休
業
日
は
毎
週
日
曜

日
と
１
月
１
日
〜
３
日
で
す
。

・
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
（
正
午
〜
午
後

１
時
は
休
憩
）
と
な
り
ま
す
。

・
処
理
手
数
料
は
１
０
０
㎏
ま

で
１
，
０
０
０
円
、
１
０
０

㎏
を
超
え
る
場
合
は
超
え
た

分
１
０
０
㎏
毎
に
１
０
０
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
（
端
数

切
上
、
税
込
）

・
精
算
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

使
用
可
能
決
済
に
つ
き
ま
し

て
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
（
３
月
上
旬
掲
載
予

定
）

・
ご
み
の
分
別
方
法
は
旧
工
場

と
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
ご
み
の
受
入
可
否
は

破
砕
設
備
が
変
わ
っ
た
た
め

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
（
３
月
上
旬
掲
載
予

定
）

・
旧
工
場
で
の
受
入
れ
は
令
和

８
年
３
月
28
日（
土
）午
後
４

時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

直
接
搬
入
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
そ
れ
ま
で
に
搬
入
す

る
か
、
４
月
１
日
以
降
に
新

施
設
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏

組
合 

環
境
衛
生
課
（
☎
89

–
２
４
２
６
）
、
４
月
１
日

以
降
は
、
あ
き
た
白
神
環
境

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
☎
70
–
６

１
１
６
）

令
和
７
年
度
農
事
講
演
会
開
催

能
代
山
本
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
に
つ
い
て

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

ハ
タ
ハ
タ
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

利
用
停
止
の
お
知
ら
せ

と
も
す
け
共
済
へ
の

加
入
を
受
け
付
け
し
ま
す

休
診
日
　
２
月
10
日（
火
）

※
診
察
を
受
け
る
際
は
、
必
ず

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
町
営
歯
科
診
療
所

　
（
☎
88
–
８
２
１
０
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
八
峰
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
19
日

（
日
）に
執
行
さ
れ
ま
す
。
つ
い

て
は
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会

を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
25
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
　
八
峰
町
役
場
２
階
　
大

会
議
室
（
議
場
）

※

各
候
補
者
２
名
ま
で
の
参
加

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
八
峰
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）

　
（
☎
76
–
４
６
０
１
）

　
令
和
７
年
11
月
21
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
『
「
強
い
経
済
」

を
実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
』

に
お
い
て
、
０
歳
か
ら
高
校
３

年
生
ま
で
の
こ
ど
も
た
ち
に
１

人
当
た
り
２
万
円
の
「
物
価
高

対
応
子
育
て
応
援
手
当
」
を
支

給
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
八
峰
町
で
も
、

支
給
対
象
者
の
皆
様
に
本
手
当

の
支
給
を
開
始
し
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
方
は
申
請
が
不
要
で
あ

る
「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
給
」
の
手

当
で
す
が
、
公
務
員
等
一
部
の

方
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
職
場
や
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
福
祉
保
健
課

　
（
☎
76
–
４
６
０
８
）

　
町
で
は
次
期
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

に
向
け
て
左
記
の
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　
無
作
為
抽
出
に
よ
り
郵
送
で

調
査
用
紙
を
配
布
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が

届
い
た
方
は
、
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査

　
対
象
者
：
65
歳
以
上
の
方
　

１
，
０
０
０
人

②
在
宅
介
護
実
態
調
査

　
対
象
者
：
65
歳
以
上
の
要
支

援
・
要
介
護
者
認
定
者
お
よ

び
そ
の
介
護
者

※

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届
い
た

方
は
、
２
月
６
日（
金
）ま
で

に
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
福
祉
保
健
課

　
（
☎
76
–
４
６
０
８
）

　
町
で
は
、
75
歳
以
上
の
方

（
令
和
８
年
３
月
31
日
時
点
で

満
76
歳
の
方
）
を
対
象
に
無
料

の
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
昨

年
の
５
月
下
旬
に
黄
色
の
受
診

券
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
受
診
券
の
有
効
期
限
は
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
予
約
の
取
り
や
す
い

今
の
時
期
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
万
一
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た

場
合
は
再
発
行
が
可
能
で
す
の

で
、
役
場
福
祉
保
健
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
福
祉
保
健
課

　
（
☎
76
–
４
６
０
８
）

問問

問

問 問

問
・
申

問

問 問

問

問

問

●
お
知
ら
せ

町
営
歯
科
診
療
所
休
診
日

八
峰
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
者
説
明
会
の
開
催

次
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

75
歳
以
上
の
無
料
の
歯
科
健
診

を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
へ

物
価
高
対
応
子
育
て

応
援
手
当
を
支
給
し
ま
す

　　
町
で
は
、
過
疎
地
域
に
お
け

る
持
続
的
発
展
の
た
め
の
方
向

性
を
示
し
た
八
峰
町
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
（
令
和
８
年

度
〜
12
年
度
）
を
策
定
す
る
予

定
で
す
。
現
在
、
素
案
を
公
表

し
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
締
切

は
、
１
月
30
日（
金
）で
す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
企
画
政
策
課

　
（
☎
76
–
４
６
０
３
） 町ホームページ

八
峰
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画（
素
案
）に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト

（
町
民
意
見
）募
集
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（敬称略）（敬称略）
12月

マンガで
　気づいて ジェンダーギャップを

　　　解消しましょう！

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

小
　
川
　
重
　
雄
　
（
岩
館
２
）

亡 

母
　
イ
ミ

赤
　
塚
　
　
　
治
　
（
椿
　
台
）

亡 

父
　
　
隆

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
12
月
31
日
現
在
）

■
人
口
　５
，9
2
8
人
（
17
人
減
）

　
●
男
　
２
，7
9
3
人
（
8
人
減
）

　
●
女
　
３
，1
3
5
人
（
9
人
減
）

■
異
動
内
訳

　
●
出
　
生    

　
　
０
人

　
●
死
　
亡    

　
　
18
人

　
●
転
　
入    

　
　
7
人

　
●
転
　
出    

　
　
6
人

■
世
帯
数

　
　２
，９
0
3
世
帯
（
10
世
帯
減
）

（
　）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
外
国
人
を
含
む
）

人
の
動
き

内
　
藤
　
良
　
春
（
73
）
目
名
潟

山
　
崎
　
勝
　
江
（
87
）
八
森
３

佐
々
木
　
千
代
子
（
90
）
石
　
川

須
　
藤
　
雄
　
悦
（
82
）
浜
　
田

金
　
平
　
ヒ
　
テ
（
94
）
三
ツ
森

大
　
髙
　
正
　
美
（
70
）
岩
館
２

田
　
村
　
利
　
則
（
61
）
大
久
保
岱

小
　
林
　
克
　
麿
（
89
）
中
　
浜

門
　
脇
　
コ
　
ト
（
82
）
滝
の
間

須
　
藤
　
テ
ツ
子
（
96
）
カ
ッ
チ
キ
台

千
　
葉
　
良
　
一
（
82
）
中
　
浜

伊
　
勢
　
紀
　
夫
（
79
）
小
入
川

佐
　
藤
　
　
　
功
（
74
）
　
塙

お
く
や
み

お
く
や
み

第101回

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

はぴ
はぽ

　
こ
ん
に
ち
は
、
米
森
美
咲
で
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、
高
校

生
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
「
都
会

に
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
素
直
な
気
持

ち
と
、
「
で
き
れ
ば
秋
田
県
内
に
と
ど
ま

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
親
の
思
い
の
間
で

揺
れ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
ニ
ュ
ー
ス
で
、
大
学
生
が
就
職
を
機

に
都
会
を
志
望
し
た
際
、
理
由
を
問
わ
れ

続
け
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
秋
田
へ
の
気

持
ち
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
コ
メ
ン

ト
を
目
に
し
ま
し
た
。
進
路
を
考
え
る
中

で
、
言
葉
に
し
に
く
い
気
持
ち
を
抱
え
て

い
る
若
い
世
代
が
い
る
こ
と
を
、
身
近
に

感
じ
た
出
来
事
で
し
た
。

　
私
自
身
、
「
外
に
出
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
進

学
と
就
職
を
機
に
秋
田
県
を
離
れ
ま
し
た
。

県
外
に
出
た
友
人
た
ち
が
「
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
た
」
と
話
す
の
を
聞
く
た
び
に
、

そ
の
感
覚
は
私
に
も
よ
く
分
か
る
と
思
い

ま
し
た
。
家
庭
は
比
較
的
自
由
で
し
た
が
、

学
校
や
社
会
の
中
で
、
周
囲
に
合
わ
せ
る

こ
と
に
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
自

由
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
心
地
よ
さ
に
つ
な

が
る
わ
け
で
は
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
都
会
に
は
多
く
の
選
択
肢
が

あ
り
、
自
由
度
も
高
い
反
面
、
自
分
で
判

断
し
続
け
る
大
変
さ
や
良
心
の
葛
藤
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
の
考
え
や
気

持
ち
と
向
き
合
う
時
間
が
増
え
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。 

　
今
、
協
力
隊
と
し
て
地
域
に
関
わ
る
中

で
、
八
峰
町
の
人
同
士
が
自
然
に
声
を
掛

け
合
い
、
互
い
を
気
に
か
け
て
い
る
場
面

に
日
々
出
会
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
何
気
な

い
や
り
取
り
の
積
み
重
ね
が
、
人
と
し
て

大
切
な
感
覚
を
育
て
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
で

育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
外
に
出
た
と
き

に
悩
み
な
が
ら
も
、
自
分
に
と
っ
て
大
切

な
も
の
を
見
つ
け
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
都
会
に
は
多
く
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　
田
舎
に
は
言
葉
に
し
に
く
い
け
れ
ど
、

人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
成
長
し
て
い
く

た
め
の
人
と
し
て
の
土
台
が
あ
り
ま
す
。

「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」
と
い
う

言
葉
の
通
り
、
外
に
出
る
経
験
も
、
戻
れ

る
場
所
が
あ
る
こ
と
も
、
ど
ち
ら
も
大
切

な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
田
舎
で
の
暮

ら
し
を
選
ぶ
人
は
、
こ
こ
に
あ
る
価
値
に

惹
か
れ
て
や
っ
て
来
ま
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
、
地
域
の
内
と
外
の
声

に
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
町
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
、
次
の

世
代
や
新
し
く
関
わ
る
人
た
ち
へ
そ
っ
と

伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
今
年
も
情
報
発
信

を
頑
張
り
ま
す
。

～ 味わい豊かな八峰の子どもを目指して ～
　昨年は、町の学校等再編検討委員会から、これか
らの小学校の在り方として「統合するべき」との答
申が出されました。この答申を受けて、今後は、町
として具体的な統合の進め方などについて検討が重
ねられ、その実現に向けて歩みを進めることになり
ます。
　さて、統合の背景にあるのは、言うまでもなく八
峰町の急激な児童生徒数の減少です。口にするのも
寂しくつらい話題ですし、正直、あきらめムードも
漂っています。でも、だったら、これからは、その
数少ない八峰の子どもたち一人一人の中身をより一
層高めることに目を向けてみてはどうでしょうか。
いわゆる“数より質”ですね。
　では、その質なるものを高めるには、どのような
方法があるのでしょうか。また「質の高い子ども
（変な表現ですが）」とはどんな子どもでしょうか。
皆さんはどのようなイメージをもちますか。
　なかなかズバッと言い表すことはできないのです
が、私なりのとらえ方として、質の高い子どもとは、
「味わいの豊かな子ども」としてみました。全く具
体性に欠けるのですが、一言で表すならば、様々な
味をもつ子どもということです。もちろん、みんな
がみんな同じ味をもつ必要はありません。まずは、

最低その子の持ち味があればじゅうぶんです。
　でも、変化が激しく価値の多様化が進むこれから
の世の中で、一つの味だけで勝負するにはずいぶん
心許ないことではないでしょうか。日々変化する社
会で、子どもたちが自分を見失うことなく活躍し続
けるには、豊かで多彩な味をもち、それらを状況に
応じてうまく使いこなす能力が求められるような気
がします。
　さて、子どもたちが様々な味を身に付けるには、
何か特別な仕込み方があるのでしょうか。これもま
た私のとらえ方で恐縮ですが、要は、子どもを可能
な限り、多方面からそれぞれの味付けをしてもらう
ことなのではないかと思っています。
　つまり、学校教育で培われる味、家庭の力で育ま
れる味、地域社会で磨かれる味など…。言うまでも
ないことですが、学校教育の場では、学校教育とし
ての味が醸し出されます。でもそれだけでは豊かな
味というわけにはいきません。それを補うためには、
家庭や地域社会などがそれぞれ醸し出す違った味と
の出会いが必要です。つまり、子どもたちが、多種
多様な経験なり多くの人とのかかわりなりを通して、
成長とともに味の幅を広げていくことが大切なこと
だと考えます。
　これからも、味わい豊かな八峰の子どもを育てる
ために、町や地域ならでは
の美味を探りながら、子ど
もたちへの豊かな味付けの
お手伝いをしていきたいと
思っております。本年も、
引き続きよろしくお願いい
たします。

CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

情報旬旬今月の

2/1㈰ 11：00～
豆まき開催
2/1㈰ 11：00～
豆まき開催

イベント

ほしもち、切り干し大根
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　祝100歳、長年の功績に光、｜防災用非常持出袋セット寄贈
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　生涯学習だより｜としょしつだより

｜お知らせ版カレンダー

｜お知らせ版

　地域おこし協力隊の部屋、｜ＣＳレター

｜戸籍の窓

18

20

22

26

27

お寿司の宅配と
お持ち帰り

能代店
能代市南陽崎31-20
TEL.0185－

55－3277

鮨待夢の会席すし折詰め鮨待夢の会席すし折詰め
す し た い むす し た い む 峰浜地区・八森地区配達承ります！峰浜地区・八森地区配達承ります！

年中無休

八峰町プレミアム付商品券
（令和７年９月１日～令和８年１月31日）

八峰町敬老記念商品券
（令和７年９月６日～令和８年１月31日）

取
扱
店

食品高騰により、やむを得ず10月１日から全品値上げとさせていただくことになりました。
何卒ご理解いただき、今後とも当店をご利用くださいますよう、よろしくお願いいたします。お知らせ

〒018-2675 秋田県山本郡八峰町八森字篭田39番地
TEL 0185-77-3051　FAX 0185-77-3672

株式会社秋田アルス
ゴム製品製造業

https://www.hatahatakan.jp/　E-mail hata2kan@shirakami.or.jp

２月24日㈫ 風呂の日 ２月26日㈭

八峰の日 ２月８日㈰ポイント

２倍
ポイント

２倍
休 館 日

お得な回数券が更にお得です！

50回券
20,000円を19,000円

日帰り入浴料 500円700円

30回券
15,000円を14,000円
入浴回数券
得徳デー
入浴回数券
得徳デー

２15
日

毎週水曜日は
　お風呂の日！！
毎週 は
町民
限定

ご予約
承ります!
ご予約
承ります!
お電話でお問い
合わせください
お電話でお問い
合わせください

歓送迎会
小宴会・仕出し
歓送迎会
小宴会・仕出し

遠

行
日
常

離

過
褒
美

010-0441 秋田県南秋田郡大潟村字北1-3

（受付時間　9：00～18：00）
TEL: 0 185 - 4 5 - 3 332

※夕食はふぐ鍋・お刺身・国産豚バラ陶板焼きなど大満足の全9品。
※お食事はレストランまたはご夕食会場になります。
※令和8年1月4日～2月28日までの期間限定宿泊プランです。
【除外日】1月26日・1月27日・1月28日・2月3日・2月4日・2月14日

13,100円 税・入湯（ 税込み ）

税・入湯（ 税込み ）12,000円通常価格13,840円→
お一人様１泊２食付き（天然温泉＋夕食＋宿泊＋朝食）

平日

土曜日・祝前

温泉ぽかぽかプラン ご予約受付中
サウナがあるポルダー潟の湯もご利用いただけます。
【ポルダー潟の湯利用不可】1月13日・2月10日

ご予約受付中
※ご利用日の3日前まで

サウナがあるポルダー潟の湯もご利用いただけます。
【ポルダー潟の湯利用不可】1月13日・2月10日


